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1.はじめに 
当社は 2023 年に紫外放射照度計の JCSS 校正サー

ビスを開始した。分光応答度が校正されたシリコンフ

ォトダイオード(Si-PD)を参照標準器とする社内トレ

ーサビリティ体系を構築した。2023 年の報告では分光

応答度の国家計量標準から社内校正について取り上げ

た。今回は分光応答度の組立による放射照度標準の整

備と、紫外放射照度計の校正方法について取り上げる。 
 
2.紫外放射照度計校正方法  
紫外放射照度計の校正量目である放射照度応答度

(単位：A ∙ W−1 ∙ cm2)は国家計量標準から供給されてい

ないため、社内で JCSS 校正された SiPD の分光応答

度(単位：A/W)とアパーチャの面積(単位：m2)を組み立

てた。放射照度応答度標準器は、組み立てた放射照度

応答度(単位：A ∙ W−1 ∙ cm2)が与えられていて、測定さ

れた出力電流と放射照度応答度から放射照度を導出す

る。アパーチャは面積測定の容易性から、φ6 mm の

開口部を持つ。 
紫外放射照度計は高放射照度レベルの測定を目的に

開発され、感度が低いため指示値の有効桁数を確保す

るためには高放射照度レベルの校正光源が必要とな

る。高放射照度レベルの校正光源での SiPD の飽和を

防ぐため、φ1 mm に制限した開口部を持つアパーチ

ャ付 SiPD をワーキングスタンダードとして放射照度

を測定する。このワーキングスタンダードは放射照度

応答度標準器から放射照度応答度を校正されるが、受

光径の違いによる影響を低減するために、放射照度レ

ベルが低く放射照度面の均一性を重視した光源を用い

る。ワーキングスタンダードの校正は 0.5 mW/cm2 で

おこない、また、紫外放射照度計の校正は 100 mW/cm2

を測定する必要があるため、3 桁程度の放射照度レベルで直線性を確保する必要がある。 
当社では 250 nm から 800 nm の範囲で分光応答度の JCSS 校正を行っており、この範囲で紫外放射

照度計の放射照度応答度の JCSS 校正も可能である(300 nm 未満は 2025 年 7 月以降の予定)。 
 

4.不確かさの推定 
 不確かさは UVA 領域 UVC 領域で行い、拡張不確かさ(k = 2)は 365 nm：3.3 %、385 nm：2.9 %、405 
nm：2.8 %、UVC 領域：4.5 %となった。大きな不確かさ要因は、標準器の校正不確かさと、校正光源の

放射照度面の均一性である。 
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